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（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
  従来の狩猟採集民研究において、その興味はおもに人々の生業・生態や社会構造に向け
られてきており、彼らの身体装飾や身体加工は（「シンプルである」という指摘はあった
にせよ）周辺的な事項であったことは否めない。しかし本論文は、刺青実践の分析という
視点から、カメルーンの狩猟採集民バカの人々の姿を新しい角度から描き出すことに成功
している。 
  「刺青を入れる」ことは、かつての日本社会においては、さまざまな深刻な意味を持つ
行為と捉えられてきた。「親からもらった体に…」というフレーズが示すように、それは
「取り返しがつかない」行為であり、あえてそれをおこなうには、相当な覚悟と意味づけ
が必要だったのである。刺青の持つこういったイメージは、クローバー、ターナー、ジェ
ルなどの仕事に代表される、人類学における刺青研究にも共通して見ることができる。す
なわち、刺青はなにごとかの表象であり、社会的なアイデンティティ・地位・階層といっ
た区別を示すために使われ、刺青を入れる人は特殊な技能を有する、等々である。 
  彭氏はバカ社会において、1000人以上のバカたちを対象とした広域調査と、一集落にお
ける長期の住み込み調査をおこなったが、そこから明らかになったのは、上記の「重い」
刺青観の対極とも言うべき姿であった。まずその刺青の模様は、小さく単純なパターンの
組み合わせであり、そこから何らかの象徴性を読み取ることは難しい。そもそもバカ社会
には社会的階層はほとんど見られないのだが、その模様は持ち主の社会的地位、リニー
ジ、同所的に住んでいるバントゥー系の民族集団の別とはほとんど相関しない（ただし、
刺青を入れているのはほとんど女性であることは注記しておかねばならない）。 施術は、
刺青の特殊技能を持った人物がおこなうわけではなく、誰でも見よう見まねですることが
できる。すなわち刺青の施術は、気分が乗ったときに「なんとなく」、身近に居る人（と
くに親族）が入れ始めるのである。また施術の現場において、模様のプランは、その場に
居合わせた人々の議論に左右されて刻々と変わっていく。 
 施術後の刺青に関しても、やはり「重み」は感じられない。バカの女性たちに鏡を渡し
ても、彫られた刺青を見るためにそれを使うことはほとんどない。せっかく入れた刺青の
上にまた施術を重ね、模様自体がよくわからなくなることも多い。年を取ると皮膚のたる
みから刺青が見えなくなることがしばしばあるが、それは当人たちにほとんど意識されて
いない。 
 このような刺青は、バカたちにとってどのような意味を持っているのだろうか。彭氏は
次のように分析する。ここまで述べてきたように、「すでに彫られてしまった」刺青は、
彼女らにとってそれほど大きな意味を持っていない。大切なのは、それを「共にいる人々
で彫る」という行為そのものなのである。このことは「行為としての刺青」と表現しうる
だろう。 
 これまでの狩猟採集民研究においては、「平等主義」という言い方であらわされる社会
の単純性、そして「現在（のみ）への関心」といった事柄が繰り返し議論されてきた。こ
れらは生業や経済の領域だけではなく、刺青を含む身体加工という領域においてより鮮明
  
に現れることが、この研究によって明らかになった。生態や経済は人々の生存に直結し、
いわば「淘汰圧」を受ける領域であると言えるが、身体加工は、女性の魅力を高めるとい
うこと以外は淘汰圧とはほとんど関係なく、いわば「自由な浮動」がおこりうる領域だと
言える。本研究の対象がそういった領域であるからこそ、狩猟採集民社会の対他的関係の
実像をより鮮やかに描き出すことに成功していると考えられる。 
 以上のように本研究は、長期にわたるインテンシブなフィールドワークに基づき、狩猟
採集民の身体加工という新たな領域を開拓した意欲的な研究であると評価できる。 
 よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、平
成28年1月22日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認め
た。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際して
は、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
